
令和４年度　事務事業総点検表

各区役所

Ｒ３ Ｒ２ R1

葵
区
地
域
総
務
課

1
葵区魅力づ
くり事業

H 17 ～
市

（直営）

葵区の持つ様々
な魅力を更に高
めていくとともに、
地域が抱える一
つ一つの課題を
区と地域が協力し
て解決していくこ
とで、人が「ここに
住み続けたい」と
思うまちづくりの
実現を目指す。

葵区魅力づくり事
業
①葵トラベラー
②葵チャレン
ジャー
③葵区「魅力情報
発信」
④葵区
MoveToOkushizu

葵区魅力づくり事
業を実施した件数

①22事
業
②８事業
③６事業
④10事
業

①14事業
②14事業
③６事業
④12事業

一
般
10,830 － 8,147 3.0 1.0

自治会連合会
の会長アンケー
トにおける魅力
づくり事業の満
足度

80% 81.8% 77.7% －

人が「ここに住み続けたい」と思
うまちづくりを実現するため、葵
区魅力づくり事業の貢献度を評
価し、自治会等の活性化や連
帯感向上への寄与度合を図る
指標として、自治会連合会長の
満足度を設定した。
目標値は、過去の実績から
80％とした。

100% S S

新型コロナウイルス感染症の
影響から地域活動が制限さ
れる中、情報共有や相談体
制を充実させたこと、また、担
当職員が実施団体との連携
を密にし運営方法を工夫す
るなど各事業の質を高めたこ
とで、自治会連合会長の満
足度が目標値を大きく上回る
結果となった。

役員等の減少や高齢化により学
(地)区で地域活動の見直しが必要
といった意見も多かったことから、
地域活動を支援する魅力づくり事
業についても、地域の負担を考
え、その目標や効果を見極め、随
時見直しを図っていく。

葵
区
地
域
総
務
課

2
葵区区民意
見聴取事業

H 27 ～
市

（直営）

葵区の区域内に
おける喫緊の課
題解決に向け、
広く意見聴取を行
い、「葵区魅力づ
くり事業」などに反
映するなど、葵区
の魅力ある地域
づくりを推進す
る。

区民意見の把握・
反映

①ふるさと未来づ
くり会議の開催
②調査、結果報告
を行った学（地）区
数

①実施
②38学
（地）区

①実施
②38学(地)
区

一
般

173 － 77 2.0 0.0

聴取した意見を
葵区魅力づくり
事業に反映でき
た件数

10件 ９件 10件 10件

意見聴取を目的とした会議に加
え、ブロック担当職員が聴取し
た課題に対し、葵区魅力づくり
事業に反映できた件数を指標と
した。
目標値は、過年度実績から10
件とした。

９件 A A

全38学(地)区への聞き取りや
ふるさと未来づくり会議で提
起された課題等に対して積
極的に解決に取り組み、ス
ポーツを活かした地域活性
化実証実験事業など９件を
魅力づくり事業に反映した。
目標値をやや下回っている
が、概ね期待通り。

人口減少、少子高齢化が進む中、
持続可能な地域社会を実現するた
め、ブロック担当制を継続するな
ど、今まで以上に地域の課題を意
見聴取していく。また、地域課題を
掘り起こしながら、解決に結びつけ
る取組みを継続実施していくととも
に、葵区全体の地域住民活動を活
性化させる“地域連動のまちづく
り”の拡充を図っていく。

葵
区
地
域
総
務
課

3
葵区環境整
備事業

H 27 ～
市

（直営）

来庁者が利用し
やすく快適な窓
口サービスを提供
する。

①利用しやすい
窓口環境の整備
②情報発信の強
化

①窓口環境の改
善
②４コマ漫画作成
数
③17番デジタルサ
イネージの情報更
新回数

①実施
②5本
③24回

①実施
②５本
③25回

一
般

1,399 － 2,207 0.5 0.0
窓口アンケート
における市民満
足度

95％
以上

99.1% 96.9% 98.0%

多様化、高度化する市民ニーズ
に応えた区役所窓口の環境整
備、人材育成ができているかを
計る指標として、市民満足度を
設定した。
目標値は、第３次行財政改革推
進大綱後期実施計画の策定時
に三区共通で定めた「市民満足
度95%以上」を準用した。

98.5% A A

・マイナンバー関係保管庫の
増設、デスクパーティション
やプライバシーフィルターの
設置等、個人情報の保護に
重点を置いた窓口整備を実
施した。
・窓口アンケートにおける市
民満足度は、目標値を上
回った。

国の基幹システムの整備方針等の
動向を注視しながら、デジタル化
推進課等と連携し、スマート区役
所の検討など、窓口業務のデジタ
ル化による便利で快適な窓口サー
ビスの提供を目指す。

葵
区
地
域
総
務
課

4
葵区人材育
成事業

H 27 ～
市

（直営）

時代のニーズや
あらゆる市民に対
応できる人材を育
成し、市民サービ
スの向上を図る。

①区独自研修の
実施
②区職員おもてな
しマインドの醸成
③区職員プロジェ
クトチームによる
取組み

①実施回数
②葵区役所案内
人の全員実施（静
岡庁舎勤務の正
規対象）
③情報発信プロ
ジェクトチームによ
るSNS情報発信数

①４回
②実施
③240回
以上

①４回
②実施
③354回

一
般

1,136 － 71 0.5 0.0
窓口アンケート
における市民満
足度

95％
以上

99.1% 96.9% 98.0%

多様化、高度化する市民ニーズ
に応えた区役所窓口の環境整
備、人材育成ができているかを
計る指標として、市民満足度を
設定した。
目標値は、第３次行財政改革推
進大綱後期実施計画の策定時
に三区共通で定めた「市民満足
度95%以上」を準用した。

98.5% A A

・外国人住民のみならず多
様な市民対応に役立つ「やさ
しい日本語」研修や若手職
員研修など、課題に即した研
修を計画通り実施した。
・葵区職員による「葵区役所
案内人」を市コンシェルジュ
と連携して配置し、おもてな
し意識の醸成を図った。
・窓口アンケートにおける市
民満足度は、目標値を上
回った。

区職員自らが課題を発見し、解決
に　導く能力を育成するため、社会
情勢や市民ニーズに即した研修等
を実施していく。

①S

②S

③S

S

コロナ禍で中止となるイベン
トもあったが、民間や他局と
の連携によるイベントや区の
特産品のPR、人材育成講座
などを感染症対策に配慮し
ながら実施することにより、目
標を上回る成果をあげること
ができた。
また、初開催した「駿河トロ
ベーWeek」では、近年の感
染症の影響でイベントへの誘
客に不安があったが、参加
団体と連携した広報やスタン
プラリーを実施することで各
イベントへの来場者数に繋
げることができた。

「誰もが住みやすい駿河区」 の実
現には、地域コミュニティを活性化
させ、区役所と地域が共にまちづく
りに取り組む環境が必要である。ま
た、「駿河トロベーＷeek」が将来的
に、地域に根付いた駿河区におけ
る持続的かつ魅力的なイベントに
成長していくよう、事業の方向性や
在り方（目指す姿・事業内容・運営
体制等）を研究していく必要があ
る。
これまでの成果を活かしながら、若
者世代への情報発信の強化（内容
や方法の研究）に取り組むことによ
り、更なる区のイメージアップ、区
民の交流促進を図っていく。「駿河
トロベーＷeek」については、参加
団体等へのアンケート調査・分析と
併せ、参加団体や地域住民等との
意見交換を行い、問題点の改善を
図っていく。また、区民意見聴取事
業においても意見や提案をいただ
きながら事業内容を磨き上げてい
くとともに、事業の在り方、方向性
を研究していく。

5

①延べ
107団
体

②25件

－

①延べ
79団体

②20件

－

①延べ
109団
体

②45件

－

新型コロナウィルス感染の影響
による事業の縮小・変更及び新
規事業の実施を見込み、当該
年度の事業を勘案して目標とな
る数値を算出した。

①延べ
110団
体

②42件

③
30,412
人

8,207 3.5 0.5

①事業に参画し
た地域団体の数

②トロベーのイ
ベント等への露
出件数

③トロベーWeek
参加者人数

①延べ
100団
体

②30件

③
7,000
人

①10回

②10回

③実施

①15回

②15回

③実施

一
般
10,828 －

市
（直営）

区における地域
特性、課題、区民
ニーズ等を踏ま
え、区のイメージ
アップ、活性化、
区民サービスの
向上、区民交流
の促進等を図る。

①地域力推進事
業
・駿河区旬穫祭
・スルガフェス
・駿河トロベー
Week
・区のキャラクター
事業

②地域提案支援
事業
・元気アップ応援
プロジェクト
・エコライフプロ
ジェクト

③地域の人材育
成事業
・駿援隊
・駿援隊フォロー
アップ事業

①区のPR事業の
回数

②トロベーのSNS
等への掲載回数

③トロベーWeekの
実施

駿
河
区
地
域
総
務
課

駿河区魅力
づくり事業

H17 ～

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値



Ｒ３ Ｒ２ R1

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

駿
河
区
地
域
総
務
課

6
駿河区区民
意見聴取事
業

H 27 ～
市

（直営）

区域に居住、又
は通勤・通学する
市民の参画により
区の魅力ある地
域づくりを推進す
るための区民意
見聴取を行う。

わがまち×わかま
ち会議

①参加者数

②ワークショップの
実施回数

③区政への提案
件数

①20人

②４回

③５件

①30人

②４回

③５件

一
般

627 － 427 0.5 0.1
聴取した意見を
区政へフィード
バックした件数

４件 ３件 ２件 ５件
会議の開催を昨年度と同規模
で予定しており、昨年度実績を
勘案し目標値を設定した。

４件 A A

大学生をはじめ、地域の企
業に勤める方や住民に参加
いただき、令和５年度の事業
計画に新規事業「駿春祭（仮
称）」を追加したほか、「駿河
トロベーWeek」等の事業に反
映可能な提案を受けることが
できた。

駿河区内に大学が複数あるという
特色を活かし、若い世代が継続的
に魅力ある地域づくりに参画する
仕組みを研究する必要がある。
会議に参加した大学生等が、区の
イベントの企画運営に携わることを
きっかけとして、地域との関りを持
つ機会を創出する。

駿
河
区
地
域
総
務
課

7
駿河区役所
環境整備事
業

H 27 ～
市

（直営）

市民が利用しや
すい区役所にす
るために区役所
窓口等の空間を
整備することで窓
口サービスの向
上を目指す。

駿河スマイルプロ
ジェクト（通称
SSP：駿河区窓口
サービス改善運
動）における、庁
内巡視、おもてな
し清掃・窓口環境
の整備

①庁内巡視回数

②おもてなし清掃
実施回数

③窓口環境等の
向上に資する整備

①4回

②34回

③２件

①4回

②44回

③２件

一
般

1,220 － 1,187 0.3 0.1
窓口アンケート
における市民満
足度

95%以
上

97.6% 99.4% 99.5%

多様化・複雑化する市民ニーズ
に応えた区役所窓口の環境整
備、人材育成ができているかを
計る指標として、市民満足度を
設定した。
目標値は、第３次行財政改革推
進大綱実施計画策定時に３区
共通で定めた「市民満足度95%
以上」を準用した。

98.0% A A

フロア案内図・案内サインの
更新及び、庁舎内トイレに衝
突防止ミラーを設置すること
で、窓口環境の向上を図っ
た。また、定期的なおもてな
し清掃、庁内巡視等を行い、
利用しやすい窓口環境の改
善を実施することで、市民満
足度を高めることができた。

市民ニーズ及び社会情勢の変化
に対応していくことが、市政に対す
る満足度の向上にも大きく寄与す
ることから、引き続き窓口環境の向
上に努める。

駿
河
区
地
域
総
務
課

8
駿河区役所
人材育成事
業

H 27 ～
市

（直営）

駿河区独自の職
員研修を実施し、
区民サービス向
上を目指す。

各課業務説明
会、接遇研修等、
内部研修の実施

内部研修の実施
回数

５回 ５回
一
般

863 － 235 0.3 0.1
窓口アンケート
による市民満足
度

95%以
上

97.6% 99.4% 99.5%

多様化・複雑化する市民ニーズ
に応えた区役所窓口の環境整
備、人材育成ができているかを
計る指標として、市民満足度を
設定した。
目標値は、第３次行財政改革推
進大綱実施計画策定時に３区
共通で定めた「市民満足度95%
以上」を準用した。

98.0% A A

他課の業務内容を知る資料
提供や、接遇スキルを高める
研修を行ったことで、職員の
窓口応対のスキルアップに
繋がり、市民満足度を高める
ことができた。

市民満足度の高水準を維持する
ため、引き続き職員の窓口応対ス
キル向上に繋がる研修を実施して
いく。
また、より多くの職員がセミナー等
に参加できるような開催方法を検
討していく。

清
水
区
地
域
総
務
課

9
清水区魅力
づくり事業

H 17 ～
市

（直営）

地域の特性、課
題、区民ニーズ等
を踏まえた各種事
業を実施し、区の
魅力を国内外に
発信するととも
に、地域との協働
による区政の推進
を図る。

(1)広報専門官シ
ズラによる魅力発
信事業の実施
①清水区広報
キャラクター「シズ
ラ」を活用した区
内外への情報発
信の実施
②SNSによる情報
発信の実施
③地域振興イベ
ントの実施

(2)区民提案事業
の実施

(3)移住・定住促
進事業の実施

(1)①イベント参加
数
②SNS情報発信数
③イベントの開催
回数

(2）イベントの開催
回数

(3)移住関連イベン
トの開催回数

(1)
①80件
以上/年
②SNS
570件以
上/年
③１回以
上

(2)１回

(3)１回以
上

(1)
①135件/年
②684件/年
③2回

（2）1回

（3）1回

一
般
10,630 ― 10,033 1.8 0.0

(1)①②
SNS(Facebooｋ・
Twitter）いいね
数
③イベント参加
者アンケート満
足度

(2）イベント参加
者アンケート満
足度

(3)移住相談件
数

(1）
①②
40,000
件以上
③79％
以上

(2)75
％以上

(3)７件
以上

（１）
①②
46,379
件
③82％

（２）－

（３）12
件

(1）
①②
40,116
件
③76％

(2)－

(3)６件

(1）
①②
63,583
件
③79%

（2)-

(3)５件

(1）①②ＳＮＳは、どれだけの人
に情報が配信され情報が認知
され更にどのような評価がなさ
れたかが重要であるため、
FacebookとTwitterの「いいね」
数を指標に設定した。
（SNS(FacebookとTwitter）のい
いねの昨年の実績値をもとに算
出。）
③同イベントの過去3年間の開
催時の参加者アンケートの満足
度の平均値を参考に79％以上
を目標値とした。

（2）地域振興イベントの指標設
定値を準用し、目標値75％以
上を設定した。

(3)過去３年間の窓口及び電話
等による移住相談実績の平均
件数を参考に目標値を7件以上
とした。

（1）
①②
43,292
件
③83％

（2）
84％

（3）
28件

(1)
①
②
A
③
A

（2）
A

（3)
A

A

（１）①②台風災害により一定
期間情報発信を制限したも
のの、区の様々な魅力を積
極的に収集し発信したこと
で、目標を上回る数の「いい
ね」を獲得した。
③民間企業や関係団体と連
携し、区の様々な魅力につ
いてシズラを活用したイベン
ト等の開催をしたことで参加
者アンケートにおける満足度
が目標を上回った。
（２）区民のニーズを反映した
イベントにシズラを活用して
開催したことで、来場者アン
ケートにおける満足度が目標
を上回った。
（３）数多くの移住相談関連イ
ベントやツアーを積極的に実
施したことにより、相談件数
実績が目標を上回った。

（１）①②
区の魅力を積極的に収集・発信し
ていくとともに、投稿を通じて、フォ
ロワーと双方向のコミュニケーショ
ンが取れるような内容を検討してい
く。
③地域の特性や魅力を踏まえ、参
加者にとって、より満足度の高いイ
ベントとなるよう、企画を検討してい
く。
（２）区民の意見や希望に応え、よ
り満足度の高い取組となるよう、企
画を検討していく。
（３）様々な場面を通じて移住希望
者のニーズを確実に捉え、それぞ
れの事情に寄り添いながら、企画
課や移住支援センターとも連携し
て、清水区への具体的な移住に繋
げていく。
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10
清水区区民
意見聴取事
業

H 27 ～
市

（直営）

住民主体のまち
づくりを推進する
ため、地域課題に
関する意見交換
や幅広く区民の
声を聴取しながら
区政に反映して
いく。

（1）清水区まちづ
くりミーティングの
実施

（２）清水区未来
創造トークの実施

(1)清水区まちづく
りミーティングの参
加団体数

(2)清水区未来創
造トークの開催

(1)１団体
以上

(2)１回以
上

(1)１団体

（2）１回

一
般

370 ― 340 1.0 0.0

(1)課題解決に
向けた提案件数

(2)参加者アン
ケート「清水区を
良くするため、
自ら行動しようと
思うようになった
方」の割合

(1）
１件以
上

（2)
85％

（1）
1件

（２）
－

(1）
１件

（2)
87.5％

（1）
－

（２）
－

（1）自治会を始めとした地域の
住民自らが問題解決策を導き
出し、実践していくための提案
件数１件以上を目標として設定
した。

（２）参加者が清水区長との対話
を通して得られたまちづくりへの
参加意識の向上率を目標値とし
た。
（過去の清水区区民意見聴取
事業開催時のアンケートにおけ
る満足度の平均値82％と令和２
年度の清水区未来創造トークで
のアンケート実績との平均値を
参考に、目標値を85％以上と設
定した。）

（1）
1件

（２）
100％

(１)
A

（２）
A

A

（１）参加者が地域課題の洗
い出しと優先的に取り組みた
い課題について協議し、具
体的な取組についての提案
を行い、目標を達成した。

（２）参加者が地域の現状把
握や住みたい街の実現に向
けたワークショップへの参加
を経て、意見交換や提案を
行ったことにより、全員が「ま
ちをよくするための活動意識
が向上した」とアンケートで回
答した。

（１）提案後の活動実施に向けて適
切なサポートを継続するとともに、
その活動内容や成果について他
地域へ情報を提供することにより、
取組の拡大や意識啓発に努める。

（２）事業実施後も参加者へのサ
ポートや情報提供などを行うことで
関係維持に努め、区政への参加
する機会の提供と、積極的な参加
を促す。



Ｒ３ Ｒ２ R1

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値
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11
清水区役所
環境整備事
業

H 27 -
市

（直営）

区役所職員によ
る業務改善活動
を通じ、お客様に
とって安心で過ご
しやすい空間づく
りを目指し、満足
度向上を図る。

（1）フロア環境快
適化推進事業
（2）おもてなし環
境推進事業

（１）フロア環境快
適化推進事業の
取組
（２）おもてなし環
境整備事業

（１）実施
（２）実施

（１）実施
（２）実施

一
般

1,393 ― 1,310 0.5 0.0
窓口アンケート
における市民満
足度

95%以
上

99.1% 98.3% 98.7%

多様化、高度化する市民ニーズ
に応えた区役所窓口の環境整
備、人材育成ができているかを
計る指標として、市民満足度を
設定した。目標値は、第３次行
財政改革推進大綱実施計画の
「市民満足度95%以上」を準用し
た。

99.1% A A

区役所職員から募ったプロ
ジェクトメンバーが、市民の
目線に立って庁舎内の課題
の整理と分析を行い、ハード
とソフト両面における改善の
取組を検討。案内表示を目
立たせるための工夫や来庁
者のニーズに寄り添ったおも
てなし力の向上を図り、目標
を上回る市民満足度を得るこ
とができた。

地域行政の窓口である区役所に
おいて市民ニーズに的確に対応
することが、市政の評価にも大きく
影響することから、区の職員の意
識啓発や業務改善に、日常的に
取り組むことにより、一層の来庁者
の満足度向上を図っていく。

清
水
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総
務
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12
清水区役所
人材育成事
業

H 27 -
市

（直営）

接遇をはじめとし
た職員のスキル
アップを図るととも
に、改善マインド
の高い職員の育
成と区役所全体
の改善風土の醸
成を図る。

（１）接遇スキル
アップ推進事業
（２）地域課題研
究事業
（３）業務改善体
制推進事業

（１）研修開催回数
（２）研修開催回数
（３）改善取組件数

（１）４回
（２）３回
（３）９件
以上

（１）３回
（２）４回
（３）９件

一
般

1,145 ― 776 0.5 0.0
窓口アンケート
における市民満
足度

95%以
上

99.1% 98.3% 98.7%

多様化、高度化する市民ニーズ
に応えた区役所窓口の環境整
備、人材育成ができているかを
計る指標として、市民満足度を
設定した。目標値は、第３次行
財政改革推進大綱実施計画の
「市民満足度95%以上」を準用し
た。

99.1% Ａ Ａ

各種研修の実施により、職員
の接遇や課題改善に関する
スキルアップを図るとともに、
区役所全体で改善に取り組
む組織風土を醸成し、目標
を上回る市民満足度を得るこ
とができた。

地域の方との交流から、清水区の
歴史や魅力、現在の課題を学ぶ機
会としての研修を実施する。また、
区役所職員有志が、自ら研修を企
画し、改善に取り組むことにより、
清水区職員としての意識や誇りを
高め、能動的に行動することで、一
層の来庁者の満足度向上を図っ
ていく。


